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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 7 1 4 3 4 5 0 4 4 3 1 1 0
14 * 0 0 6 12 7 9 4 4 6 10 2 0 0 0
15 * 1 2 2 3 0 0 3 0 2 2 0 2 1 0
31 * 0 6 4 6 10 13 3 3 7 10 5 4 0 1
34 * 0 0 2 5 0 0 3 2 2 4 2 1 0 2
20 0 3 9 5 12 0 2 5 2 4 6 2 0 1 0
25 0 0 0 0 1 2 2 0 0 0 0 0 1 0 0
41 0 0 0 1 3 0 0 3 0 4 4 2 0 0 0
82 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0
84 0 0 0 2 4 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 0 1 0 4 0 2 1 1 0 1 2 0 0 0
16 * 0 1 1 8 4 4 1 1 2 3 0 0 0 0
18 * 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
33 * 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
90 * 0 2 2 8 2 2 2 0 3 3 1 0 0 0
1 0 0 0 1 4 3 5 3 0 0 0 1 1 2 0
2 0 0 3 1 3 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
8 0 0 0 1 5 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
9 0 0 0 2 5 0 0 1 1 4 5 2 1 0 0
10 0 0 0 2 7 2 4 3 3 2 5 0 2 2 0
11 0 0 0 7 14 0 0 3 3 4 7 2 0 1 0
15 0 0 0 0 3 2 4 2 0 1 1 1 0 1 0
17 0 0 0 0 2 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0
19 0 0 0 3 5 1 4 3 2 2 4 0 0 0 0
25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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桐山 恵輔 7 16
田中 真一 0 1
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宮下 天政 2 8
飯田 裕貴 2
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寺本 尚貴 2 10

田中 拓海 6 22
三宅 真嗣
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土居 裕輔 0 3
川崎 拓也 6 22

6

奥田 翔 0 9
八幡 泰輝 6 18
小幡 修平 0
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大阪商業大学

主審 永山　忠利 副審 古島　尚弥
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戦評
先週初勝利を上げて勢いにのりたい立命館大学とどうしても勝ち点がほしい大阪商業大学の一戦。終始、タフな
ゲームになるかと思われたが激しいディフェンスからの得点で流れをつかんだ立命館に軍配があがった。 第1ピリオ
ド、開始早々、立命館#15水鳥の3Ｐシュートから試合が始まる。さらにリバウンドからのファーストブレイク、#14村井の
インサイドなどの連続得点で流れをつかむ。対する大商大はターンオーバーが目立ち、シュートも思うように決まらず
なかなか得点ができない。開始5分#17の合田のフリースローでこの試合、初得点をあげる。その後大商大も少しずつ
流れを取り戻すかのように見えたが、立命館#20古倉のシュートやインサイド、ファーストブレイクと効率よくシュートを
決めて26－11、立命館がリードで第1ピリオド終了。第2ピリオド、徐々にリズムを取り戻したかのように見えた大商大
は、ファールをもらうものの、なかなかシュートが決まらず#31庄田にリバウンドシュートを決められ30－11でたまらずタ
イムアウト。タイムアウト後も立命館がタフなディフェンスから次々と得点を重ねるがファールが増え大商大はフリース
ローでこつこつ得点をかせぐ。なんとかしたい大商大はオールコートプレスで流れをかえにかかるが、立命館が着実
に得点を重ね、流れを譲らない。第2ピリオド終了間際大商大#11金本のシュート、#7奥田のフリースローで連続して
得点を奪うものの41－19の立命館大量リードで前半を折り返した。 第3ピリオド、大商大#19桐山、#11金本の連続得
点から始まる。立命館も#00上田、#14村井が応戦し点差が動かない状況が続く。大商大はその後も#1吉見や#11金
本か得点を重ねるが立命館も全員でオフェンスリバウンドをとり着実に得点を重ね20点差の攻防が続く。第3ピリオド
終了間際は互いにチームファールがたまり、フリースローで得点を重ね点差がなかなかつまらず57－37で第3ピリオ
ドが終了する。第4ピリオド、互いにシュートが決まらず膠着した状況が続いたが大商大が#10田中のシュートから6連
続得点を奪う。流れが傾くかと思われたが立命館も#20古倉の3Ｐシュートなどで流れを渡さない。更に立命館はゾー
ンディフェンスにかえペースをかえ、またも#20古倉の連続3Ｐシュートで引き離し主導権は渡さない。何とかしたい大
商大もオールコートプレスで執念をみせるも、終始激しいディフェンスで試合の主導権を渡さなかった立命館が81－
56で勝利した。
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